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請
願
の
審
査

「
村
道
熊
高
・
桂
線
、
熊
高
地
内
の
道
路
整
備
に
関
す
る
請
願
」

　
・
請
願
者

　
　
　
熊
高
地
区
自
治
会
代
表
　
矢
口
智

　
・
審
査
結
果
『
採
択
』

　
　
国
道
接
続
部
か
ら
集
落
内
の
道
路
は
幅
員
３
ｍ
程
と
対
面
通
行
が
困

難
で
、
冬
期
間
は
よ
り
狭
く
な
り
生
活
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
整
備
が
必
要
と
判
断
。
採
択
と
し
ま
し
た
。

臨
時
議
会

〈
Ｒ
３
・
10
・
15
〉

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

　
・
除
雪
機
械
の
購
入

　
・
カ
ル
デ
ラ
温
泉
館
の
改
修

　
・
大
蔵
小
中
学
校
電
子
黒
板
の
導
入

〈
Ｒ
３
・
11
・
30
〉

　
・
診
療
所
の
内
視
鏡
更
新

　
・
大
蔵
中
学
校
改
修
工
事
の
予
算
追
加

◎大蔵中大規模改修年度内完成へ！◎大蔵中大規模改修年度内完成へ！
12
月
定
例
会
が
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
６
議
案
を
含
め
、
16
議
案
を
審
議
・
可
決
。
そ
の
他

議
員
発
議
が
１
件
。
請
願
が
１
件
。

一
般
質
問
で
は
７
人
が
山
間
地
域
集
落
維
持
、
防
災
情
報
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
活
用
法
等
に
関
し
て
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

条
例
等
の
改
正

◆
過
疎
地
域
固
定
資
産
税
課
税
免
除
条
例
の
設
定

（
過
疎
地
域
の
発
展
を
支
援
す
る
国
の
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
も
の
）

◆
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
税
額
控
除
の
一
部
改
正
）

◆
大
蔵
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
２
件

（
国
の
税
法
、
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
、
税
額
の
軽
減
措
置
）

◆
大
蔵
村
生
産
物
直
売
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

（
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
解
体
し
た
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
）

◆
大
蔵
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
工
事
の
契
約
の
一
部
変
更

（
各
種
配
管
等
の
交
換
等
工
事
内
容
の
見
直
し
の
た
め
）

令
和
3
年
度
補
正
予
算

★
令
和
３
年
度
補
正
予
算
６
議
案
を
審
議
・
可
決

（
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
、
米
価
下
落
へ
の

支
援
、
災
害
復
旧
等
）

議
員
発
議

●
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

（
広
報
調
査
特
別
委
員
会
を
常
任
委
員
会
に
改
正
す
る
も
の
）

12
月
定
例
会













　
年
が
明
け
て
、
二
〇
二
二
年
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
私
ご
と
な
が
ら
、
今
年
で
早
、
五
〇

歳
と
な
る
。「
人
間
五
〇
年
下
天
の
内
を
く
ら

ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
」と
は
、
織
田

信
長
が
舞
っ
た
と
さ
れ
る
幸
若
舞「
敦
盛（
あ

つ
も
り
）」の
一
節
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
年
を
重
ね
る
た
び
に
一

年
が
本
当
に
短
く
感
じ
る
。
こ
の
感
覚
は
、

多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、何
か「
法

則
」の
よ
う
な
も
の
を
探
す
べ
く
ネ
ッ
ト
に

検
索
ワ
ー
ド
を
打
ち
込
ん
で
グ
グ
ッ
て
み
た
。

　
す
る
と
、「
人
生
の
あ
る
時
期
に
感
じ
る
時

間
の
長
さ
は
年
齢
の
逆
数
に
比
例
す
る
」。

　
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、ポ
ー
ル
・

ジ
ャ
ネ
ー
の
発
案
し
た「
ジ
ャ
ネ
ー
法
則
」が

ヒ
ッ
ト
し
た
。

　
こ
の「
法
則
」に
当
て
は
め
る
と
一
〇
〇
歳

ま
で
生
き
た
人
で
さ
え
、
主
観
的
な
人
生
の

体
感
時
間
は
、
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
歳
で

人
生
の
半
分
に
達
す
る
と
い
う
。
　
理
由
は
、

新
し
い
刺
激
を
得
る
子
ど
も
時
代
と
比
べ
、

経
験
に
頼
る
老
年
者
は
脳
へ
の
刺
激
が
少
な

い
か
ら
ら
し
い
。
脳
へ
の
刺
激
が
、
時
間
感

覚
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

既
存
の
価
値
観
に
固
執
せ
ず
、
新
し
い
も
の

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
、
心
の
時
間
を
長
く
す

る
秘
訣
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
間
、
議
会
だ
よ
り
の
締
め
切
り
に
追

わ
れ
て
、「
時
間
が
な
い
、
時
間
が
な
い
」と

あ
た
ふ
た
し
て
過
ご
し
て
い
た
日
々
を
反
省

し
つ
つ
。	

（
佐
藤
　
雅
之
）

　春の不順な天候により、県内で霜被害が起き、果樹を中心に露地野菜まで大きな被害となっ
てしまいました。夏のサクランボ大凶作は大きな衝撃となって報道されました。

県内各地で霜被害

　コロナワクチンの集団接種が4月から行われました。おそらく生まれて初めて、村内の、
地域の人達と一会場で。マスク着用、無言・沈黙。異次元の時間を経験しました。

史上初、集団接種

　令和2年夏の集中豪雨の記憶が強烈に残っていますが、一転して令和3年の夏はおだやかで気温も高く、久し
ぶりに夏らしい日々を過ごすことが出来ました。

災害と無縁の暑い夏

　コロナや天候不順など春からの不安な時を過ごして、農家の皆さんの献身的な努力
が実り、稲の作柄良好との報道がテレビやラジオでも。そして、間もなく米価大下落と
の報せ。
　農協関係から緊急の農家支援の請願が議会に提出され、国へ意見書を届けたものの
米価への直接支援は無く、米農家への継続支援金4000円/10aのみで、大変厳しいも
のとなってしまいました。

豊作…一転、米価下落

令和3年を象徴する漢字が
『金』と言うけど…

実に不安な、落ち着かない…
一言で言い表せない複雑な一年でした

令和4年こそは、
気持ちも晴れておだやかな、
皆さんにとって幸せな一年を

願いたいですね。
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後
書
き

委
員
長
　
矢
　
口
　
　
　
智

副
委
員
長
　
佐
　
藤
　
雅
　
之

委
　
　
員
　
早
　
坂
　
民
　
奈

委
　
　
員
　
斉
　
藤
　
光
　
雄
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書
き


